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1 研究計画の進捗度 3.3

[評価所見]

　ウナギの駆除とクニマスの養殖技術の充実など保全に対する方策が講じられて
いる。
　
　クニマスを地域資源として保全するとともに、養殖による量産により、新たな
観光資源やビジネス資源としての利用が期待される。

　県民のクニマスへの関心と期待に応えるとともに、県外への発信も行っていた
だきたい。
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令和２年１０月５日（月）

クニマスの保全及び養殖技術に関する研究

　令和元年度　～　令和３年度
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総理研研究　


